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JWPAにおける
グリッドコード化への取組み状況について

1

資料 ８総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会
新エネルギー小委員会 第22回系統ワーキンググループ



目 次

１.グリッドコード化への取組み・・・・・・・・・ 3

２.グリッドコード化の進捗・・・・・・・・・・・ 4

３.「系統連系規程」における要件化の検討・・・・ 5

４.「系統連系技術要件」における要件化の検討・・ 6

５．参考 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7



１. グリッドコード化への取組み
グリッドコード化に向けたスケジュール（計画・実績）
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 第20回系統WG‐資料2をベースに最新状況に更新

・シミュレーションツールへの組み込み完了、北電エリアのシミュレーション（系統側蓄電池容量への影響検討）実施中。

２０１７年度 ２０２０年度以降

下期 上期 下期 上期 下期

1 　制御機能確認試験
・既存風車を用いた実系統における制御機能確認試験に

　より、有効電力・周波数制御特性を測定・把握
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　周波数シミュレーション等による
  有効性を確認

・JWPAおよび研究機関が実施予定

・IEC61400-21-1をベースに測定し、各制御機能単独と

  組み合わせた場合の総合特性を把握し、周波数安定化

  に寄与することを確認

・JWPAにて、欧州先行事例を参考に、新規建設WFに実装

　する標準制御機能・仕様を策定

①平常時解析について、既存の標準的な風力発電モデルを

　 ベースに、標準的パラメータを適用し、モデル構築+シミュレー

　 ションを実施

②事故時解析について、詳細な検討のために新たな詳細な

　 風力発電モデルを構築し、シミュレーションの実施を検討

 （進捗状況：事故時解析のブロック図の解析イメージ、

　　記述レベル感の確認実施）

③瞬時時解析について、数十μｓオーダーの解析に耐える

　 詳細モデルを構築、シミュレーションを実施

　 （瞬時値解析はプロジェクトベースの解析を想定。必要に

　　応じて行う。）

4
　有効電力・周波数制御機能
　の装備

・新規建設ＷＦには標準装備とするよう、JWPAが各メー

　カーに制御機能の装備を徹底させる。

5 　制御機能を活用し実運用
・3年程度の猶予期間を見て、2021年度以降、順次導入

　（但し、導入開始時期については、メーカーの対応可能時

　期及び系統の形成状況等を考慮して決定）

：計画 ：実績
※ルール化については、系統連系規程への盛り込み（改訂）を想定

凡例

No. 実　　　施　　　項　　　目
２０１８年度 ２０１９年度

備　　　　考

3
　各機能の特性と有効性を報告
　適用に向けた協議（各解析の実施）

再
エ
ネ
導
入
量

小

大

風力発電モデル作成

シミュレーション実施

ルール化（※）

風力発電モデル作成

シミュレーション実施

ルール化（※）

ルール化（※）

風力発電モデル作成

シミュレーション実施

・「系統連系規程」への記載箇所・

文案について作業会にて議論実施

・一般送配電事業者殿とも協議・調整中

・実施スキームを再検討中



２. グリッドコード化の進捗
ルール化（グリッドコード整備）に向けて

 風⾞制御機能の技術要件化
 系統連系規程（JEAC9701) に風⾞が具備すべき制御機能について、（一社）日

本電気協会殿において検討中（2019年度中の改訂を目指して活動）
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今後の一律制御に必要な機能

⾼風速域での一⻫停⽌（カットオフ）によ
る⼤規模で急激な出⼒低下の防⽌

事故時等に系統周波数上昇を助⻑する
ような風速上昇による出⼒増加の防⽌

風速の上昇に伴う一⻫始動（カットイン）
等による⼤規模で急激な出⼒増加の防⽌

強風域における一⻫停⽌防⽌機能
（ストーム制御機能）

最⼤出⼒抑制制御機能

周波数調定率制御機能
（周波数上昇時の出⼒抑制機能）

出⼒変化率制限機能
（出⼒増加時の出⼒変化率制限機能）

 一般送配電事業者殿による系統連系技術要件（託送供給等約款別冊）の
検討において、協議・調整中



３. 「系統連系規程」における要件化の検討
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（一社）日本電気協会殿の作業会において、「系統連系規程（JEAC9701)」に対する
改訂案を検討中

【第2章第5節5.1.10に系統の安定運用に寄与する機能（赤字部）を追加】
 第2章 連系に必要な設備対策

第５節 特別⾼圧電線路との連系要件
5-1 保護協調
10. 発電機運転制御装置の付加
〈2〉運転制御装置に求められる機能の例

ｃ．系統の安定運用に寄与する機能
⾃然変動電源（主に風⼒発電設備）に対し、系統の安定運用に寄与するものとして求められる
制御機能は以下に示すものがある。
・ 最⼤出⼒抑制制御機能
・ 出⼒変化率制限機能（出⼒増加時）
・ 周波数調定率制御機能（周波数上昇時の出⼒抑制）
・ 強風域における一⻫停⽌防⽌機能（ストーム制御機能）

【参考】
 イナーシャ制御は今後さらに検討

イナーシャ制御は欧米でも導入実績がなく、現時点では効果の検証が十分になされていないことから、規程への盛り込み
は時期尚早との意⾒が強いため、引き続き検討していく。



４. 「系統連系技術要件」における要件化の検討
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大規模WFや狭い地域に多くのWFが連系する場合の課題と緩和対策
以下の課題について、一般送配電事業者殿と風⾞の制御機能の活用について協議
するとともに、主要風⾞メーカおよび⼤⼿風⼒発電事業者へ対応⽅針を調査した
 停⽌または低出⼒状況から風速の上昇に伴う一⻫始動（カットイン）等による⼤規模で急激な出⼒増加

⇒出⼒変化率制限機能（出⼒増加時）
・標準仕様案（2.６％／分︓2018年上期策定）を超えた場合（例︓２％/分、40％/20分）の
対応を調査 ⇒ 単機として対応できない風⾞は、ＷＦコントローラによりＷＦとして出⼒変化率を

制限する⽅針
 負荷脱落等の事故時に系統周波数上昇を助⻑するような風速上昇による出⼒増加

⇒周波数調定率制御機能（周波数上昇時の出⼒抑制）
・標準仕様案（2-5％︓2018年上期策定）で対応する⽅針

 ⾼風速域での一⻫停⽌（カットアウト）による⼤規模で急激な出⼒低下
⇒強風域における一⻫停⽌防⽌機能（ストーム制御機能）
・開発中の製造者を含め各社対応する⽅針

 出⼒予測精度の向上（⼤規模WFの振る舞い把握が必須）
⇒風速・風向データ、風⾞稼働情報等の提供
・多くのＷＦでナセル取り付けの風速・風向データは提供可能（ブレードの風下にある為、確度は劣る）
・稼働情報の条件等については実現可否判断のために、さらに協議が必要



５. 参考 制御機能のＪＷＰＡ標準仕様（１／３）
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制御機能のJWPA標準仕様案

 主要風車メーカー５社に機能・仕様を調査した

 ＪＷＰＡにて会員向けセミナーを実施し（本年2月21日）、標準仕様案を説明した

 新規発注分（※）は制御機能を具備することを要請した
（※）実装時期については一般送配電事業者殿と協議の上決定する

機能 装備状況 標準化方針

1 最大出力抑制制御 全社機能有 標準実装、標準仕様提案

2 出力変化率制限制御 全社機能有 標準実装、標準仕様提案

3 周波数調定率制御 全社機能有 標準実装、標準仕様提案
対象を特高連系に限定

4 イナーシャ制御 全社機能有 海外の使用実績が少ないため、
実装は個別協議。標準仕様提案

5 ストーム制御 １社は開発中 出力変動への考慮が必要となる
ため、標準実装
機能を定義し、詳細仕様は定め
ない（詳細は各社の仕様による）
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５. 参考 制御機能のＪＷＰＡ標準仕様（２／３）

出力可能値以下の領域で、出力の増加および低減率を制限して運転を行う機能
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５. 参考 制御機能のＪＷＰＡ標準仕様（３／３）

10分間平均風速が25m/s以上となっても、風車を停止せずに、25m/s程度から
35m/s程度まで、風速増加に応じて出力を低減して運転を継続する機能

風力発電の出力を、風速に応じた出力可能値より低減して運転を行う機能
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５. 参考 日本における系統連系に係る現行の規定
（第20回系統WG「資料1」より抜粋）
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５. 参考 託送供給等約款に係る規定例
（第20回系統WG「資料1」より抜粋）
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５. 参考 グリッドコードの制度的体系や
具体的要件の検討の進め方➀（案）

（第20回系統WG「資料1」より抜粋）
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５. 参考 系統連系に係る各規程の関連性及び特性
（第20回系統WG「資料1」より抜粋）


